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ロス・プリベンション・サーキュラー No. 11-11 
 
 

乾ドック － 責任と契約上の問題 
 
 
概要 
Gard は、船舶が修繕造船所または乾ドックに入渠中に損害

が生じた場合において、責任、権限および契約上の争点に

関する問題が複雑化する事例を見てきました。これらの問

題は大抵、発生する損害とその結果生じる修繕費用に対す

る責任の所在に関連しています。責任は、船主と造船所の

どちらの側にあるのでしょうか。造船所が契約の中で自身

の責任を限定している一方で、船主がそのことを知らない

という事例さえあるのです。 
 
本サーキュラーの目的は、ドック作業中に損害が発生した場合、造船所や乾ドックとの契

約の中で責任の所在を明確にすることの重要性を、皆様に知っていただくことです。また、

両当事者が契約の合意事項について確実に共通の理解を持つようにすることの重要性にも

注目しています。 
 
 
Gardの経験 
最近の事例をご紹介すると、ある船舶が総点検や改修工事を行うために乾ドック入りを予

定していました。しかし、最初の入渠検査で船底を検査していたところ、ダクトキールプ

レーティングの大部分がへこみ、ほぼ全長にわたり変形していることが発見されました。

船舶のキール構造が過重量となった原因は、a) 船主が旧式の入渠計画を提出したこと、b) 
造船所が、利用可能な入渠計画を使用できなかった際に、追加計算も船主との協議も行わ

ずにキールブロックを再配置したことにあったことが後になって明らかになりました。そ

の結果、高額な修繕費用がかかった上に船舶は遅延し、さらに責任の所在について船主と

造船所の間で紛争が発生する事態となったのです。そのような紛争を防ぐためには、入渠

工程を緻密に計画し、船主と造船所間で明瞭かつ簡潔な契約を締結することが重要であり、

これらは責任の所在が問題となった場合に船主の利益を保護することにつながります。 
 
 
入渠前に行うべき計画と準備 
前述の事例に関連する紛争のほとんどは、入渠工程における重要な手順とタスクに焦点を

当てた適切な計画と準備をしていれば回避できたかもしれません。 
 
• 船主は、修繕造船所での入渠作業と予定された作業を完了するために必要な全ての文

書（最新の入渠計画を含む）を、作業の開始予定日よりも前に余裕を持って、造船所

に提出すべきです。適切かつ詳細な修繕仕様書を事前に造船所に提示することにより、

時間と経費の節約につながります。 
 
• 承認された最新の入渠計画に従って入渠用ブロックを調整すべきです。入渠用ブロッ

クの正しい配置を確認するのは造船所の責任であり、正式な契約書にこれを明記する

べきです。 
 
• 船舶の入渠前に、船主と造船所またはドックマスターとの間で打ち合わせを行うべき

です。船主はその打ち合わせの前に、入渠工程における重要な手順とタスクを把握す

るため、予定されている作業範囲に基づいて適切なリスク評価を行うべきです。その

打ち合わせの中で、工程管理の手段を定めて合意するべきです。また、必要な場合は

文書化について協議を行い、不明点を明確にしておくこともよいでしょう。 
 
• 造船所と船主間の明確なコミュニケーション方法を、それぞれの権限レベルに応じて、

契約上で合意しておくべきです。通常、造船所の修繕担当マネージャーと船舶の監督

官がそれぞれの当事者を代表します。船舶が入渠中である場合の主な連絡は、これら

の当事者を通じて行うものとし、この手順からの逸脱する場合については合意の上で

文書化しておくべきです。 
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• 通常、船主と造船所は一般取引条件に準拠して、それぞれ作業や取引を行っています。

しかし、一般取引条件は必ずしも一致しているわけではなく、実際には造船所によっ

て大きく異なる可能性があります。一般に紛争が生じる原因は、船主と造船所が相手

方の取引条件ではなく、自身の取引条件が適用されると思い込んでいることにありま

す。したがって、作業の開始前に船主が造船所の取引条件を見直し、紛争が起こりそ

うな箇所を特定しておくことが賢明です。その中には、責任限度額や引渡し遅延の罰

金条項等、取引条件の交渉が必要な場合もあります。 
 
 
下請業者の利用 
造船所での作業の際、造船所と船主が外部の下請業者を利用する傾向が強くなっています。

造船所、下請業者および船主間の関係が契約上不明瞭な場合において、造船所または下請

業者が何らかの損害を与えた場合、非常に複雑な責任問題に発展するおそれがあります。 
 
船主が直接雇った下請業者に対しては、詳細な修繕仕様書の内容および合意済みの取引条

件に関連して、船主の（安全性その他の）基準を十分把握させることが重要です。造船所

が直接雇った下請業者の責任は、造船所が負うべきものです。したがって、紛争が生じた

場合は、船主と造船所／修繕者との主契約が適用されます。 
 
多くの場合、造船所での作業は、造船所の人員（下請業者を含む）と船主と直接の雇用関

係にある下請業者が協同で行います。したがって、作業開始前に、適用される様々な契約

上の責任を作業に関わる当事者間でしっかり理解しておくことが重要なのです。 
 
 
まとめと勧告 
修繕造船所の選定前後に、次のことにご留意ください。 
 
• 損害の発生とクレームを回避するため、入渠工程における重要な手順とタスクに焦点

を当てて適切に計画し、準備を行うことが重要です。 
 
• 損害が生じた場合の紛争を回避するため、全員が確実に、船主と造船所間で合意され

た全ての契約条件について明確な理解を有するようにしておくべきです。船主は、さ

らに有利な責任区分および補償条項を定めるため、契約条件についての交渉を行う準

備をしておくべきです。 
 
• 船主が下請業者を利用する場合、下請業者と船主との間の責任を当事者間で明確にし

ておくべきです。 
 
追加勧告： 
 
• 予測不能な損害、追加の修繕費用および遅延を回避するための予防策として、造船所

での入渠中、サポートを目的とした追加要員を船主側で検討しておくべきです。監督

官や船主の代表者に対して発生する追加の費用は、保険契約条項に従い、保険会社に

よってカバーされることがあります。 
 
• 造船所や下請業者の修繕工事終了後の最終検査と試運転は、船主の代表者が監督する

場合もあれば、自ら実施する場合もあります。これに関して船主は、検査と試運転の

間またはその後に生じる損害に対する責任が転嫁する可能性があるという重要な問題

を、念頭に置かなければなりません。 
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